




 

 
 
 
 
 

 
 

【補足説明】 
・血管嚢(saccus vasculosus)： 
魚類に特有の器官で、脳の底部に位置する。血管が発達しているためよく目立つ（下

図）。1685 年に出版された Collins 著『A Systeme of Anatomy』には、既にエイの血管嚢

が描かれている。血管嚢に関する研究は数多く行われており、19 世紀末から今日に至

るまで、数百編の論文が発表されている。血管嚢は分泌や吸収を担うという説や、水深

や浸透圧を測るセンサーであるという説などが提唱されていたが、その生理機能につい

ては論争が続いていた。今回の研究で血管嚢の王冠細胞(coronet cell)(下図)が季節セ

ンサーであることが明らかになった。 

左から：ヤマメ、ヤマメの脳を腹側から見た写真、血管嚢(SV)の位置、および王冠細胞の模式図 

 

・Samuel Collins 著『A Systeme of Anatomy』 (1685)： 
Samuel Collins (1618-1710)（下図）は英国ロイヤル・カレッジ・オブ・フィジシャンズの

会長を務めた解剖学者。様々な動物とヒトの脳を比べる「比較神経学」は 17 世紀の後

半にイングランドで発祥したと言われているが、『A Systeme of Anatomy』はその当時

出版された中の一つである。 
 
 

 


